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はじめに

　ワシントン・ポスト紙の編集者の一人Fred Hiatt
氏は、本年2 月8 日号に興味深い記事を載せている。

「賢明な読者は次のような科学に対する中傷を御存
知に違いない。ワクチンの安全性に対する自由論者
の無責任な攻撃や石油生産州上院議員による温暖化
理論への嘲笑、あるいは南部の熱烈な福音伝道者に
よる鼻先にある化石の否定など」しかし、「米国に
おける一般市民の意見と科学的総意との大きなギャ
ップは、こうしたワクチン領域や地球温暖化や進化
論に留まらず遺伝子組換え（GM）食品の安全性に
及んでいる」と。
　さて、日本の一般市民は科学者の言うことを信じ
ているだろうか？日本の学者は、謙虚であるから自
分を「科学者」と呼ばず、もっぱら「研究者」と自
称している。私達が研究を本業にしていて、科学に
対して責任ある立場ならば、自ら「科学者」になっ
て、義務を果たさなくてはならない。でなければ、
私達の言うことは科学的根拠があっても信用されな
いだろう。

地球は氷河期に向かっている

　かつて、ジョージ・ブッシュ大統領は地球温暖化
対策のための、二酸化炭素削減に関する京都議定書
への署名を拒んだ。「地球温暖化にはさまざまな要

因があり、二酸化炭素排出量と地球温暖化との因果
関係を全ての科学者が認めているわけではない」と
して、自国に有利な科学者の意見を取り入れた。そ
もそも 46 億年の地球の歴史を通して地球はダイナ
ミックに変化し、温暖化と氷河期を繰り返し、現在
は小氷河期の中にある。太陽の水素燃焼のちょっと
した変化や、メキシコ湾流やエルニーニョによって
暑くなったり寒くなったりする。火山活動も、世界
中の家畜のゲップや水田のメタンガス発生だって気
候に影響する。これらの意見はそれぞれ正しいが、
万年・億年単位と百年単位とをごっちゃにしている。
いつもアメリカに追従する日本もさすがに京都議定
書をボイコットできなかった。AAAS (American As-
sociation for the Advancement of Science) の調査に
よれば、87％の科学者が気候変動は人間の活動に
よって引き起こされたことを認めているが、一般市
民は 50％しか信じていなく、その間に 37％のギャ
ップがあった。ブッシュ氏は一般市民の信じない方
の50％に属した。
　図1 を見れば、二酸化炭素濃度の最近二百年間の
上昇が人間活動の結果であることは疑うべくもなく、
図2 の南極の氷の記憶から二酸化炭素濃度と気温変
化の相関性は一目瞭然である。私自身 40 年ぶりに
訪れたカナダの氷河の衰退は唖然とするばかりであ
った。米国はその後、「先進国だけに規制を押し付
けるのではなく、中国やインドなどの途上国も同様
に二酸化炭素排出を規制すべきである」という方向
に論旨を転じている。それに対して、途上国は「過
去において膨大な二酸化炭素を排出した先進国がま
ず大幅削減すべきである」と譲らない。両者の主張
はもっともであるが、氷河期を期待するには数万年
かかる。その頃、高度科学文明を築いた人類は生物
としてのエゴを克服できずに絶滅しているだろう。
地球温暖化は、今や待ったなしである。
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（図 2）南極の氷に記憶された CO2 濃度と気温

（図 1）一万年前からの空気中の CO2 濃度の増加

ワクチンは危険

　論争の発端は、共和党大統領候補のポール氏とニ
ュージャージ州知事のクリスティー氏の麻疹ワクチ
ンに対する無責任な発言が招いた。「ワクチン投与
された正常な子供達が深刻な精神障害を起こして歩
行や会話障害を招いたという悲惨な多くのケースを
聞いている」そして「親がワクチンを子供に接種す
るかどうかを決定する法的措置が必要である」と。
これらは、アメリカが大切にしてきた自由意思論に
見えるが、個人の権利を過大評価するのもので、科

学の実績と対立する。麻疹患者がその免疫を持たな
い人と接触すると90％が感染する。麻疹ワクチンは、
安全で効果的であったというここ半世紀の実績があ
る。親を不安に落としこむようなこうした高官によ
る発言は、科学を信用しない風潮を助長することに
なる。ちなみに、ポール氏は眼科医でもある。
　日本ではあまり個人の自由意思を尊重しないが、
こうした不安を助長する無責任な発言は多い。だか
ら、「医者にかからなければもっと長生きできる」
といったたぐいの本が、日本食の科学を紹介した私
の「だからやっぱり日本食（東京図書出版）」とい
う真面目な本より数十倍も売れるのである。

進化論を犬が食べた

　先の AAAS によれば、科学者の 98％が「地球上
の生命は長年の進化によってヒトを生み出した」こ
とを信じているが、一般市民の 65％しかヒトは進
化の結果であることに賛成していない。両者には
33 ポイントのギャップがある。以前サンフランシ
スコの阪大北米拠点に赴任していた頃、ニューヨー
クタイムズ紙の“Origins of species? In many 
schools, the dog ate that chapter”という記事に目
が止まった。それによると「米国では、54％の人
がこの世のヒトを神が創ったという旧約聖書による

“創造説”を信じており、多くの学校では父兄の批
判を恐れて進化論を教えていない。教科書の進化論
の箇所を黒塗するとか、自由研究にする。ある校長
の言い訳は、「時間が足らなくて進化論まで手が回
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（図3）遺伝子組換え植物の作成スキーム

表1．開発された遺伝子組換え植物などらなかった」である。日本の教育を受けた私には信
じられなくて、メリーランド州出身の秘書に聞いた
ところどうも本当らしい。「ヒトとサルが従兄弟だ
なんて祖母の前で決して口にしてはいけない」と。
遺伝子研究世界最先端の米国がこうである。白人の
方が黒人より遺伝的に優っているはずであるとして、
ゲノム注１解析したところ、両者に違いがなかった
ので発表されなかったという話もある。こちらの話
は納得できる。

遺伝子組換え（GM）食品は危険

　さて、Hiatt 氏の主題であった、GM (Genetically 
Modified)食品であるが、米国科学者の88％が「G-
M食品は食べて安全である」と信じているのに対
して一般市民の37％しか信じていない。両者のギ
ャップは51％と大きい。日本ではどうかと言うと、
こうした統計はない。なぜなら、リベラルな（？）
消費者団体の反対を恐れてか、食品企業も専門学会
も口を閉ざしているからである。それでは、科学者
としての責任を果たしていないではないか。米国共
和党員と民主党員でGM食品の安全性を信じてい
るのは、44％対 34％であった。一般市民感覚とほ
とんど変わらない。日本の政治家の意見は？聞くの
が無駄だ。民主主義の多数決でいうと、一般市民の
方が正しくて科学者の方が間違っているのだろうか。
これらの背景には、ご都合主義とだけとは断じ得な
い科学に対する不信が隠れていると見るべきだろう。
　ところで皆さんは、GM食品を食べたことがある
だろうか？米国を除く日本やEUなどの先進国では、
GM食品は「GM食品である」ことを表示しなけれ
ばならない。こうした表示をスーパーの商品でほと
んど見ないけれど、時折「遺伝子組換え大豆を使用
していません」という表示を見ることがある。使っ
てなければ表示しなければいいものをなんで表示す
るの？それは、今やほとんどの輸入大豆を原料とし
た食品は、GMだから。醤油や味噌などの加工食品
は表示しなくて良い。他の食品も、GM原料が全体
の5％以下ならば表示の義務はない。従って、すべ
ての日本人はGM食品をほぼ毎日食べている。でも、
あなたが科学を信じるなら安心して欲しい。基本的
には、表 1に見られるGMが作成されている。開
発中とあるものは既に、それ以外にも多くのGM
作物が商品化され輸入されている。羊やヤギのミル

クの中に薬を作らすことは米国で、花粉症を緩和す
る遺伝子の入ったコメなどは日本で開発されている。
しかし日本では、GM作物の作付けはまだされてい
ない。きっと、ほとんどの市民や専門外の科学者も
どうやってこうしたGM植物を作るのか知らないし、
安全性試験がどのようになされているかも知らない。
　そこで、GM植物作成法を簡単に説明しよう（図
3）。まず、必要な遺伝子を植物の細胞内で働くベク
ター（薬剤耐性遺伝子を持った運び屋）に組み込み、
植物細胞の中にアグロバクテリウム（植物に感染す
る細菌）や遺伝子銃で移し、細胞にある核の中の植
物ゲノム注１に組み込む。外来遺伝子が組み込まれ
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（図4）遺伝子組換え農作物に関する法律

たものだけを薬剤耐性を利用して選別する。植物の
全能性を利用して外来遺伝子の入った細胞からカル
スを誘導して、植物体まで育てる。こうして作成さ
れたGM食品などは、現在の科学技術を動員して
自然食品との違いを詳細に調べたデータをもとに、
厚生省や農林水産省の安全性試験委員会で認可して
いる（図4）。

　一般市民は、自然食品や有機栽培作物の方がGM
作物より安全と思っているが、これらは経験上信じ
ているだけで科学的安全性の試験はされていない。
例えば、GM作成に使用されている薬剤耐性に関わ
るタンパク質は胃液によって数秒で分解されるが、
自然食品中のアレルギータンパク質などは60分以
上経っても分解されないものがある。外来タンパク
質は体内で分解されるとして、それでは遺伝子は怖
くないか？怖くない。私たちは、遺伝子がぎっしり
詰まった卵を毎日食べている。食べた遺伝子は核酸
と糖とリンにまで分解される。鶏の遺伝子がヒトゲ
ノムに入って組み換えられた例は人類史上報告がな
い。まだいっぱい疑問がある人は、前述の私の拙本
を読んでいただきたい。そこで強調したのは、将来
の地球上の食糧危機を救うのはこの技術しかないと
いうこと。今一つは、環境への影響が賛否両論あり
今後の課題となっていることである。

低放射線は危ない

　GM食品と同様にシリアスなのが、福島の原発事
故による放射能汚染の問題である。広島や長崎に見
られるような原爆症の恐怖から逃れられない。しか
し、致死量に近い放射線数シーベルトを一度に浴び
るのと年間数ミリシーベルトを浴びるのとをごっち
ゃにしてはいけない。確かに、放射線はUVよりも
エネルギーが高いので低量でもDNAを切断しやすい。
一方で、私たちは宇宙に住んでいる一員だから、絶
えず宇宙からの放射線やUVなど様々な宇宙線を浴
びている。それに対して、生物は進化の過程で様々
な防御機構を獲得してきた。間違った（変異した）
DNAは、幾種類かの方法で細胞によって修復され、
修復不可能なDNAを持った細胞は淘汰されるとい
う仕組みが働いている。
　ここで科学にもとづかない私の経験を語ることを
お許しいただきたい。広島に原爆が炸裂したのは、
私が3歳の時だった。幸い市内から離れて（30 km 
圏内）住んでいたため家族は無事だったが、残留放
射能など知る由もなく 5年後に爆心地より 1.5 km
のところに移り住み、地元の魚や野菜を食べ、爆心
地近くの川で泳いで育った。原爆当時から5 km圏
内で幼児期から育った小学校から高校までの多くの
同級生は、特にガン発生率が高いわけでもなくその
多くが健在である。致死量を浴びた人は半年以内に
死亡したかその後原爆症を患ったが、低放射線を浴
びてきた私たちは、細胞の持つ修復機能のおかげで
健康を保っている。「年間10ミリシーベルト以下で
暮らすのならば、心配しなくていいですよ」と、批
判を覚悟の上で福島の人に私は伝えたい。広島と福
島では核種に違いがあるにしても、私達の経験は非
科学的だろうか？

旧石器を発見する「神の手」

　かつて、旧石器捏造事件というのがあった。「東
北旧石器文化研究所」の副理事長のF氏は、アマ
チュアの頃に旧石器を発見して以来、周りの期待に
応えるべく、古い年代のローム層から旧石器を次々
と掘り出し、「神の手」と讃えられた。しかしその
ほとんどが、あらかじめ彼自身が埋めた縄文時代の
遺物であったことが後に判明した。捏造された遺跡
は、宮城県を中心に北海道や関東にまで及んでいた。
これは、中高の歴史教科書だけでなく大学入試にも
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影響を与えた日本考古学会の一大スキャンダルとし
て記憶されている。F氏は研究者であったかもしれ
ないが科学者ではなかった。真実を伝えるという科
学の使命を自覚していなかったから。彼の行動には、
研究者がはまりこみそうな落とし穴がうかがえる。
　捏造といえば、Nature 誌への論文捏造問題は同
じ科学者として胸が痛む。

それでもSTAP細胞はあります

　世界で初めて犬のクローンを作り出したソウル大
学校獣医科大学教授であったF博士は、ヒトの胚
性幹細胞（ES細胞）注２の作成にも成功したとNa-
ture誌に発表し、韓国初のノーベル賞の期待を一身
に集めた。しかし、それはヒトの卵子からの捏造で
あったことから、彼の科学者としての信用は地に落
ちた。
　日本のO博士らのSTAP細胞作成のニュースは、
マスコミが大々的に取り上げ、O女史は一躍時の人
となった。しかしそのNature の論文を読んだ専門
家から、整いすぎた写真などの改ざんを指摘された。
一流誌に投稿した研究者なら誰でも経験があるだろ
うが、査読審査員からの指摘は時には理不尽であり、
余りにも整合性を要求しすぎる事がある。そうした
指摘をクリアーしなければ、掲載されないという強
迫観念に苛まれる。新しい知見が得られてから、第
三者が納得できるデータに揃えるまで結構な時間が
かかるのが普通である。かつて米国国立保健研究所

（NIH）で研究していた時、研究員が「都合の悪い
スポットも出ているのでチョークで消してしまおう
か？」と冗談を言ったところ研究室のボスは、真剣
な顔で「それをすると今後君は科学者として信用さ
れなくなる」と諭したことがある。矛盾点に関して
は、実験した当人の見解を述べるか、今のところ説
明できないなどと考察すれば、審査員が真の研究者
であったなら大抵の場合納得してくれる。O博士ら
の件では、写真は多分必要なところだけを切り貼り
をしたので、専門家以外があまり騒ぐこともないと
思っていたのだが。研究者であれば、一度や二度、
データ改ざんとまでいかなくても、綺麗なデータと
して揃えたい誘惑があったであろう。今でも私には
全てがまったく作り事であったとはどうしても思え
ないのである。いったい、そんな科学者がいるだろ
うか？
　そして、一般市民はこのことによって科学に対す
る不信感をつのらせただろうか？そうとも思えない。
科学に対する不信感をつのらせたのは、こうした論
文の捏造ではなく（市民感覚は「多分、科学者の中
にもそんな人もいるだろう」ぐらい）、「絶対安全」
と言い続けてきた原発の裏切りを「想定外」として
責任転嫁した科学者に対してであろう。
　注１ゲノム、ある個体の遺伝子全てのこと。
　注２ES細胞（肺性幹細胞）、全ての組織の細胞に分化する能
　　　力のある万能細胞。
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